
日本福祉のまちづくり学会 

第１９回全国大会（函館）報告 

大会実行委員長 鈴木 克典 

■開催概要 

名称：一般社団法人日本福祉のまちづくり学会

第 19 回全国大会（函館大会） 

期日：2016 年 8 月 5 日（金）から 7 日（日） 

場所：函館市民会館および函館アリーナ 

・実行委員会組織 

大会長 

 韮澤 憲吉（函館工業高等専門学校名誉教授） 

実行委員長 

 鈴木 克典（北星学園大学） 

●大会テーマ 

「多様なモビリティと福祉のまちづくり」 

 

函館大会シンボルマーク 

（メンバーＴシャツ、プログラムに記載） 

●主要企画 

 ８月５日

（金） 

８月６日

（土） 

８月７日

（日） 

研究発表会  ○ ○ 

研究討論会  ○ ○ 

市民公開シ

ンポジウム 
○   

見学会 ○   

懇親会  ○  

●主催 

一般社団法人 日本福祉のまちづくり学会 

○後援： 

内閣府、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、

国土交通省、北海道、函館市（一社）日本建築

学会、（公社）土木学会、日本生活支援工学会、

（一財）国際ユニヴァーサルデザイン協議会

IAUD、（公社）日本都市計画学会、（公財）交

通エコロジーモビリティ財団、（一社）日本リハ

ビリテーション工学協会、（一財）国土技術セン

ター、（一社）日本人間工学会、（一社）日本社

会福祉学会、（一社）北海道開発技術センター、

（一社）シーニックバイウェイ支援センター 

○協賛団体： 

（株）ドーコン、（株）近代設計、（株）構研エ

ンジニアリング、（株）ジーティーアドバンス、

（株）高橋組、（株）北海道グリーンメンテナン

ス、（株）キクテック、パシフィックコンサルタ

ンツ（株）北海道支社、北海道コカ・コーラボ

トリング（株）、（有）サクラ工芸 

○広告協賛団体： 

（株）澄建築設計事務所、（株）ドーコン、（株）

高橋組、（株）グリーンメンテナンス、（株）キ

クテック、（株）高木組、錦城護謨（株）、北星

学園大学、北星学園大学短期大学部、北海道科

学大学、北海道科学大学短期大学部、北海道自

動車学校、（株）小倉工務店 

○展示協賛団体： 

（株）キクテック、錦城護謨（株）、グループリ

ビング運営協議会、国際航業（株）田島ルーフ

ィング（株） 

 

■大会趣旨 

「移動」というキーワードが人々の生活におい

てきわめて重要であり、これが無い場合には暮

らすことが不可能となります。この観点から、

これまでは、徒歩に類する手段を前提として、

誰もが容易に円滑に連続して移動が可能となる

ことを議論してきました。しかし、近年ではセ

グウェイに代表される新たなモビリティの研究

開発が進められ、これら移動システムの日常生

活への導入も間近となってきています。一方で、

少子高齢化に伴う地域医療の衰退に伴い過疎地、

農漁村地域において高次医療へのアクセスにド

クターヘリ、飛行艇・水上飛行機の活用など、



これまでに無いモビリティの導入、検討も進め

られています。さらに、災害時に住民が避難す

るに当たって避難経路やモビリティの設定が必

要であることが東日本大震災時に明らかとなり

ました。すなわち、今後の福祉のまちづくりに

おいて、多様なモビリティを実現する移動シス

テムの活用・導入と連携が重要なポイントとな

ると考えて本大会のテーマとしました。 

●参加費 

 会員 非会員 

参加費 

一

般 

事前 8,000 円 

当日 10,000 円 

事 前 ､ 当 日

10,000 円 

学

生 

事前 2,000 円 

当日 3,000 円 

事 前 ､ 当 日

3,000 円 

懇親会 

一

般 

事前 7,000 円 

当日 8,000 円 

学

生 

事前 3,000 円 

当日 7,000 円 

お弁当 

8/6-7 対応 

事前一食 1,000 円（お茶付き） 

当日 なし 

見学会 8/5実施 

※先着２０名 

事前 

1,000 円（ガイド料・保険料） 

 

 

写真－１ 初日のお弁当（中空土偶弁当） 

※道南の南茅部で出土した中空土偶（国宝）に

ちなんだお弁当です。中空土偶の顔が描かれ

たおにぎりと縄文人も食べていたかもしれな

い地元産食材で構成されています。おいしい

ですよ。（通称、縄文弁当とも言います。） 

 

●参加者数 

大会参加者 

１８２名（学生１１名、社会人１７１名） 

 見学会参加者  １５名 

 懇親会参加者 

  １１０名（内、招待１７名、学生２名） 

■全体プログラム 

 

■研究発表会 

・日時：2016 年 8 月 6 日（土）9:30～17:00 

        8 月 7 日（日）9:30～16:45 

・セッション数：口頭発表 23 セッション 

内訳 コメンテータ付きセッション  6 

    一般発表セッション     17 

        研究討論会 5 セッション 

・研究発表数：総編数        101 編 

コメンテーター付き論文 18 編 

一般論文         83 編 

熊本地震による発表辞退が 1 件ありました。 

 

■研究討論会 

以下の 5 テーマを開催 

※詳細は、各研究討論会報告を参照してくださ

い。 

・研究討論会１：資格試験～差別解消に向けて 

（各種国家資格試験での障害者特別措置に関す

る特別研究委員会主催） 

・研究討論会２：「情報」は地域公共交通を変革

するか 

（地域福祉交通特別研究委員会主催） 

・研究討論会３：国際空港における移動のため

月 日 時間帯 多目的会議室２ 

8月６日

【土】 

9:30～10:45 

ＭＣ１：暮らしと地域a（コメンテータ付き論文） 

ＭＳ１：建築・住環境整備１（一般論文） 

ＳＳ１：移動・外出１（一般論文） 

ＳＣ１：子育てまちづくり（コメンテータ付き論文） 

休憩（１５分） 休憩 

11:00～12:15 

ＭＣ２：暮らしと地域b（コメンテータ付き論文） 

ＭＳ２：建築・住環境整備２（一般論文） 

ＳＳ２：移動・外出２（一般論文） 

ＳＣ２：移動交通まちづくり（コメンテータ付き論文） 

休憩（９０分） 昼休憩 

13:45～15:00 

ＭＣ３：公共空間・施設・人間工学（コメンテータ付き論文） 

ＭＳ３：建築・住環境整備３（一般論文） 

ＳＳ３：移動・外出３（一般論文） 

ＳＣ３：障害理解（コメンテータ付き論文） 

休憩（３０分） 休憩 

15:30～17:00 

研究討論会１：『資格試験～差別解消に向けて』 

（各種国家資格試験での障害者特別措置に関する特別研究委員会） 

研究討論会２：「情報」は地域公共交通を変革するか 

（地域福祉交通特別研究委員会） 

研究討論会３国際空港における移動のための情報提供のあり方を考

える 

 — 2020年東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて- 

（身体と空間特別委会） 

研究討論会４：新しいモビリティーがみせる未来（北海道支部） 

18:00～ 懇親会 

８月７日

【日】 

9:30～11:00 
研究討論会５：障害者虐待防止法運用の現状と今後 

－障害者差別解消法が施行された年に－ 

休憩（９０分） 昼休憩 

12:30～13:45 

ＭＳ４Ａ：教育・人材育成１（一般論文） 

ＭＳ４Ｂ：案内・誘導･情報バリアフリー（一般論文） 

ＳＳ４Ｂ：地域社会・生活支援１（一般論文） 

ＳＳ４Ａ：交通とユニバーサルデザイン（一般論文） 

休憩（１５分） 休憩 

14:00～15:15 

ＭＳ５Ａ：教育・人材育成２（一般論文） 

ＭＳ５Ｂ：観光地・観光バリアフリー１（一般論文） 

ＳＳ５Ｂ：地域社会・生活支援２（一般論文） 

ＳＳ５Ａ：まちづくりとユニバーサルデザイン１（一般論文） 

休憩（１５分） 休憩 

15:30～16:45 

ＭＳ６Ｂ：観光地・観光バリアフリー２（一般論文） 

ＳＳ６Ｂ：防犯・防災・安全（一般論文） 

ＳＳ６Ａ：まちづくりとユニバーサルデザイン２（一般論文） 

 



の情報提供のあり方を考える  

－2020 年東京オリンピック・パラ

リンピック開催に向けて－ 

（身体と空間特別研究委員会主催） 

・研究討論会４：新しいモビリティがみせる未

来 

（北海道支部主催） 

・研究討論会５：障害者虐待防止法運用の現状

と今後 －障害者差別解消法が施

行された年に－ 

 

写真－２ 研究討論会の様子 

■第７回学会賞授賞式 

市民活動賞は、以下の２活動が選定されました。 

本年度は、学術賞の選考ありませんでした。 

※詳細は、第７回学会賞授賞式報告を参照して

ください。 

１．活動名：障害平等研修の実施を通した障害  

者の社会参加の促進 

活動団体名：特定非営利活動法人障害平等

研修フォーラム 

代表者：久野 研二（国際協力機構） 

２．活動名：介助犬のひろば 

活動団体名：介助犬のひろば実行委員会 

代表者：剣持 悟（川村義肢株式会社） 

 

写真－３ 秋山会長と受賞者の皆様 

■市民公開シンポジウム 

（主催：国土交通省北海道運輸局・一般社団法

人日本福祉のまちづくり学会） 

※詳細は、公開討論会報告を参照してください。 

13：55～14：30 

基調講演 「地域福祉交通を取り巻く状況」 

茨城大学工学部都市システム工学科教授 

山田 稔氏  

 

写真－４ 山田稔氏による基調講演 

14：30～15：50 トークセッション 

コーディネータ 山田 稔氏 

パネリスト： 

折谷 久美子氏 

（NPO 法人スプリングボードユニティ 21 理事長） 

島 信一朗氏 

（一般社団法人函館視覚障害者福祉協議会理事長） 

舩山 令長氏 

（国土交通省北海道運輸局交通政策部消費者行

政・情報課長） 

 

写真－５ トークセッションに聞き入る皆様 

 

●ユニバーサル上映映画際 

（主催：第 19 回全国大会 in 函館 2016 実行委

員会） 



16：05～16：10 挨拶  趣旨説明 

島 信一朗氏 

（一般社団法人函館視覚障害者福祉協議会理事長） 

16：10～17：35 映画「ライズアップ」上映 

17：35 閉会 

 

写真－６ ユニバーサル上映映画会上映状況 

※字幕付き上映のほか、画面の左側でミュージ

ックサインの提示を行っています。 

 

■見学会 

※詳細は、見学会報告を参照してください。 

18：13 発 市電/電停 函館アリーナ前 出発 

コース 函館西部地区・函館山 

 

写真－７ 見学会参加者の皆様 

 

■懇親会 

会場：花びしホテル 

日時：2016 年８月６日（土）18:30～ 

懇親会は、以下の次第によって開催しました。 

１．開会挨拶    

大会長 韮澤 憲吉 

（函館工業高等専門学校名誉教授） 

２．開催地挨拶・乾杯 

函館市長代理 藤田 秀樹氏 

（函館市保健福祉部長） 

３．余興：    函館名物「いか踊り」 

４．次期開催地挨拶  

磯部 友彦（中部大学） 

５．締めの挨拶 

実行委員長 鈴木 克典（北星学園大学） 

 

 

写真－８ 函館市長代理藤田秀樹氏による乾杯 

 

写真－９  北海道の味、盛りだくさんでした。 

※花びしホテルさま、ありがとうございました。 

 

■次期開催地 

第 20 回全国大会は、愛知県東海市の日本福

祉大学東海キャンパスにて開催します。 

アクセスについては、以下のアドレスからご

確認ください。 

http://www.n-fukushi.ac.jp/about/campus/acc

ess/index.html#tokai 


